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津波一斉避難訓練９月11日

ソレイユの丘

第三海堡遺構

新港埠頭

第3回定例会－Ｎｏ３　防災体制等整備特別委員会中間報告
防災体制等整備特別委員会は、本年6月に設置されて以来、精力的に審議を重ねて
います。6月以来これまで8回の会議を開き、市役所関係部局や避難所となった各学校
から聞き取り調査を行いました。主な審議内容は次のとおりです。①防災無線等、情
報の配布要領②市役所災害対策本部の態勢③避難所運営要領（帰宅困難者対応を
含む）④防災備蓄の態勢⑤町内会・自主防災組織の現状
10月4日（火）、本会議において本特別委員会の中間報告を行いました。報告の概要
は次のとおりです。
１　防災情報伝達要領の再検討　２避難所備蓄資材の改善　３避難所の衛生設備・
　　トイレの改善
なお、9月11日に行われた、津波一斉避難訓練についても、実施要領を審議し、多くの
提言を行いました。この特別委員会は、今後も当分の間継続され、審議を重ねることと
なります。本委員会の一員として、3月11日の東日本大震災の事態を検証し、得られ
た教訓を市政に反映させる責務を果たします。

○平成２４年度予算要望

９月13日（火）、自民党市議団として、来年度予算編成に際しての要望事項を、市長
へ手交しました。予算要望の主要な事項は次のとおりです。
１　新港地区の整備：新港地区「賑わいゾーン（仮称）地産地消マーケット」整備と連動
した観光・集客エリアを目的とする、周遊コース構築のために、新港・三笠公園・猿島
航路周辺施設を整備する。
２　危機管理官（仮称）の新設：本市の危機管理体制強化のため，職制としての危機
管理官（仮称）を新設し、その職に危機管理のスペシャリストとしての自衛隊ＯＢを
採用・補職する。
３　災害協定の締結：災害時における即応体制の確立のため、企業・団体等(建設・
土木・運輸関係等)との間で締結されている災害協定の見直しと実効性のある一元化
した災害協定の締結
４　町内会館に対する耐震診断の奨励と促進：市内各町内会館には老朽化している
建物も多く、その公共性に鑑み、行政として耐震診断の奨励に努める。
５　「ソレイユの丘」のＰＦＩ事業終了に備え、今後の同園の管理体制の調査研究：平成
１７年の開園以来、すでに６年目を迎えた同施設のＰＦＩ事業の今後について、調査
研究を推進する。
６　就業支援策の充実：ハローワークおよび商工会議所との連携を図り、未就業者、
就業希望者への就業支援を推進する。
７　有形無形文化財の有効活用：本市の特徴ある無形文化財の保存と伝承、歴史
遺産・機械遺産の発掘や保存と登録を通じ、本市の観光集客事業に活用する。
８　国道357号線の横須賀延伸の早期計画と着工：国道357号線の夏島町までの早期
整備と南下延伸計画の早期具体化
９　横須賀港の整備：東京湾内各港湾の整備（京浜港：国際コンテナ戦略港湾・千葉港：
特定重要港湾）と連動した、重要港湾としての横須賀港を再整備する。
10　「走水の水」の販売促進

９月、横須賀サイトシーイング（ＮＰＯ法人）が設立されました。これは、自衛隊ＯＢ有志ならびに地元関係者が一体
となって、基地関連施設を活用した、観光による本市の活性化と防衛意識の向上を目的とした団体です。横須賀に
は海軍の遺産及び陸海空自衛隊基地・防衛大、そして米海軍基地が所在し、他都市に見られない特長があります。
「横須賀サイトシーイング」は、これらの資源を活用して、自衛隊ＯＢが主体となって観光ツアーを誘致するなど、
横須賀市の集客事業に貢献しようとするもので、人材の育成と雇用の拡大にもつながるものと期待されます。
「横須賀サイトシーイング」の皆様には、横須賀ならではの魅力を、全国に発信して頂きたいと願っています。


